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内容要旨 

【背景】頸動脈プラークと冠動脈プラークの組織性状の相関について，注目が

集まっている．我々は超音波後方散乱信号(integrated backscatter：IB)を用

いた頸動脈プラークのカラーマッピングシステム，iPlaque を開発した．本法

を用いて，急性冠症候群（ACS）と安定狭心症（SAP）での頸動脈プラーク性状

を比較検討した． 

【方法】頸動脈にプラークを認めた ACS 26 例（67±12 歳，男性 18 例），年齢

および性別をマッチさせた SAP 38 例（69±7 歳，28 例）を対象とした．iPlaque

解析では，観察対象としたプラーク内の IB 値により，組成分画を 4 分画に分類

し(blue：脂質成分，green：線維化成分，yellow：重厚な線維成分，red：石灰

化成分)，プラーク性状を評価した． 

【結果】両群において，最大内膜中膜複合体厚（max IMT）およびプラーク面積

に有意差はみられなかったが，プラーク内の平均 IB 値は SAP よりも ACS で有意

に低値であった（-59.0±3.2 vs -52.4±4.2 IB, p<0.0001）．iPlaque 解析に

より，blue 面積（脂質成分）の割合は ACS で SAP よりも大であり（43.4±11.2 

vs 18.3±10.3 %, p<0.0001），また，green 面積（線維成分）の割合は SAP よ

りも ACS で有意に低下していた（7.5±7.5 vs 20.7±11.7 %, p<0.0001）． 
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【結語】ACS では SAP に比べ，頸動脈プラークの脂質成分が多く含まれていた．

iPlaque を用いて頸動脈プラークの組織性状変化を検討することは，臨床にお

いて有用と考えられた． 






